
認 定 書

国 住 指 第 3188号
令和 2年 2月 21日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  赤羽

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法施行令第 46条第 4項表―の (人)の規
定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FRM―-0680

2.認定をした構造方法等の名称

厚 9.54配l軽量両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/めっき鉄丸く
ぎNZ50/外周都@75■ lln、 中通り0150■ lln/大壁造の入隅仕様/木造軸組耐力壁に
おける構造方法

3.認定をした構造方法等の内容

2.5の倍率を有する軸組 と同等以上の耐力を有する軸組
別添の通 り

誘

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。
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別添

1.鋤 名称

厚 9.5mm軽量両面ボード用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/めっき鉄丸くぎ NZ50/外周部

@75mm、 中通り@1開Ш4/大壁造の入隅仕様/ろ構鋤 壁

2. 轟射ЁV功腸鬱写

(1)面 |オの概要

a)面本オの名称

軽量向由ボード用原紙脹ガラス繊維規入せつこう板

b)面赫オα剪薪万財又醐

面材の断面図を図 1に示すDまた、その備成材及び組成を表 1イラ音元

ガラス繊維混入せつこう板

ボード用 (寸法単位 :mm)

図 1 面材の断面図

表 1構成材及靭 賊

（〇
蛉
．〇
＋
）０
．〇

効

ボー ド用

願

組成などは社外秘とさせていただきますЭ

芯 材 :

ガラ瑯 雛

殿 つこ

う板

組成などは社外秘とさせていただきます。
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厚さ (―) 幅 (―) 長さ (―)

盤 9.5 9(Xl～10(X) 1820～3030

癬 0判 .5 +2.5 0ハψ+5
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c)難

d)側面加工形状

図2に示すベベルエッジ又はスクェアエッジとする。

2-6
t

ベベルエッジ スクエアエンジ

図2イ貝ll面カロI形状断面図

(寸法単位 imm)

e)腰 の詳

面本オlま、国土交通大臣の認定を取得した面材 (認定番号 :QM‐ 0954‐1)t射し、面材の厚さの

範囲を制約してヤヽる。

性   能 :(試験方法′まЛSA 6901:2014による。)

含水率

(%)

曲げ破壊荷重 lNl 単位面積当たりの質量

はg/m2)長さ方向 麟 向

3以下 5(Xl姓 200以上 6.84-8.36

観 :軽量両面ボード用原紙脹ガラス繊維混入せっこう板の「打l由及び側面には、使用上有害な

欠け、害lれ、汚れ、きずなどがあってはならなし、

(2) 車由和邑,オC消1卦蘇謝既辺尋

（〇
い
．〇
十
）い
。０

（〇
め
．〇
＋
⑮
．ω

外

部  位 寸 法 等

柱(土台、月彫象 オ気 梁 酎 環とイ寸け 105mm現跡 105-甦

継手間柱 四叫 見付け45-×見込み 105mm以上

間柱 断面寸法 見付け27-X見込み 105-雄

胴つなぎ 囀 見付け∝脳m×見込み 451111n以上

勁 囀 見付け45-以 下×見腸 4(l― 以上

柱の間隔 900mm-200(れm

面材嚇 陸 となる継手間柱と柱の間隔 9(Xl―ハV100(施m

間柱と柱又は聞柱と継手間柱の間隔 45(l―～ 50DEIn

横架材間の内法寸法
1枚張り 1990mmワ人上1297(hm以下

縦継ぎ張り 24∝脳m以上 297(脆 以下
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(3)鈴 具のイヒ様

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛSA弱硬磁()()9

種   類 :めっき鉄丸くぎ

呼   び :NZ50

(4)その他の仕様 (受材の接合則

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛSA5側&20(19

種   類 :鉄丸くぎ

匹妥      〔バ :N90

3.耐力壁硼 範囲

(1)当該面材を使用した而ヽす力壁6餅簡翔は、蜘 諸ド第40条から第49条 (ただし、第48条

第 2項は除く)1こ準処した本造軸組とする。

(2)当納 壁は、外周壁の屋外側下地比 室内イ貝ll下跡 扱 び内部壁の下地材イび日Vヽるものとする。当該

耐力壁を外周壁の屋外側下地材として用いる場合は、防水紙その他適切な防水措置を講じるものとす

る。

(3)蜘 冷 第 46条第 4項の表 1に定める軸伍剛ま蜘 56今斐穀省告示第 1100号に定める

軸鯉を併用する場合は、倍率の数値5を限度としてそれぞれの倍率の数値を加算できるものとする。

4.耐力壁の施工仕様の概要

(1)H報働材

鉄 撒 瓶 土台、月彫雲 桁、梁)の断面寸法は見付け105-×見込み105-以上とする。

②間柱の断面寸法は見付け27mm×見込み105-以上とする。

③面材の横方向O継手となる継手間柱の断面寸法は見付け45mm×見込み105mm以上とする。

C面材の縦方向の継手となる胴わなぎの断面寸法は見付け6(hm×見込み45-以上とする。

鉄 闇 の面材を留め付ける受材の断面寸法は見付け45-以下×見込み4-以 上とする。

⑥位の間隔は9(X脆 以上2(収瓶m以下とする。

⑦面材の継手となる継手間柱と柱の間隔は9(Xl― 以上100-以下とする。

C間柱と柱又は聞位と継手間柱の間隔は45(れm以上50(lmm以下とする。

C犠架材間の内法寸法について、縦継ぎ張りの場合は24∝脳m以上297Cttm以下、1枚張りの場合は

1990mm以上2970-以下とする。

(2)面本オの割付

面材は軸組に直張りとし、張り方は陵網財翻t朝陣 なぎを設けて 2枚の板で縦継ぎ張りとする力＼また

|ま 1枚の融 りとする。ただし、2枚の動 ぎ張りとする場合、下イ貝llの面オオの長さは182(肺 と

し、上側の面材の最小長さは7(脱mとする。

男可シペー3/11
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(3)面材の留め付け

①画材は、めっき鉄丸くぎNZ50を用いて、面材の外周部ではくぎ相互の間隔を75- (マーキングか

らのずれの許容差 :±8-)以下で柱、横架材、受材、継手間柱、月同つなぎに、面材の中通りの部分

ではくぎ相互の間隔を150-lマーキングからのずれの許容差:± 15-)以下で聞柱に留め付ける。

ただし、面材端部に間隔の狭い箇所が集中するような極端な配置とならないようにする。

②くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へ りあき星離 lイk横架材及び胴つなぎ

では15mm徹熔差 :±3皿al、 伝 糸陶翠職およX労動挿 は12-徹 密差 :と‰ m)とする。

③画材の外周部及び中通りの部分におけるくぎ本数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 lH、

Llからへりあき甚目雑 lHl+I・ [2、 Ll+L2)を減じた長さ lH―仰1+H動、L―●1+L2))を算出し、その

長さを各部のくぎ間隔 lP、 Qlで除する。

外周部のくぎ本数はその値の4よ 数ヽ第一位を切り上げて 1を加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の可蕩礫卜位を切り上tχ lを減じた値とする。

なお、図 3に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本数として数えることとするが、

中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数として数えないものと

する。また、くぎ沐数の一覧を表2に示す。

ここで、Lは 9(Xl―～10(X脱 のいずれかの値(Hは耐力壁の施工仕様電応じた下側もしくは上側

の面材の長さ殖 Hl及びH2は 15mm、 Ll及びL2は 12-、 Pは 75mm、 Qは 150-とす

る。

④面材のかかり代は、柱は45mm以上、土台、梁、胴隣および桁は30mm以上、継手間柱は2(れm以
上、受材は3-以 上 胴わなぎは30mm以上とする。

⑤くぎ留めは、面オオlこ表示されたくぎ留めの位置に従つて行い、表示のない位置は施工時にマーキング

等した後にくぎ留めする。

⑥画材0継手部は縦方向および横方向とも突き付けとする。

⑦くぎは、面材表面に面―になるように留め付ける。
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E:==:ヨ :外周部長手方向のくぎ

L__f_~]:外周部短手方向のくぎ

碍盪露騒識 中通り部のくぎ

図3各部のくぎ本数
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表2 くぎ本数一覧

項  目 仕  様

面材 と軸組 めっき鉄丸 くぎ NZ50
外周部間隔  75mm  以下

中通 り間隔  150mm 以下

面材長辺からの縁端距離 柱・継手間柱位置

面材短辺からの縁端距離 胴つなぎ位置

横架材位置

面材外周部 短手方向長 さ 834mm 以上

849mm 以上

924mm 以上

999mm 以上

間 隔

本 数

12mm
15mm
15mm
8わmm
924mm
999mm
1000ullll

以下

以下

以下

以下

12本

13本

14本

15本

面材外周部 長手方 向長 さ

縦継ぎ張りの上側面材 700mm
705mm
780mm
855mm
930mm
1005mm
1080mm
l155mm

縦糸睦ぎ張りの下側面材 1820mm

上

上

上

上

以

以

以

以

705mm
780mm
855mm
930mm
1005xШ xl

1080mm
l155mm
1210mm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

25本

以上

以上

以上

以上

1枚張りの面材 2050mm
2055mm
2130mm
2205mm
2280mm
2355mm
2430mm
2505mm
2580mm
2655mm
2730mm
2805mm
2880mm
2955mm

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

2055mm
2130mm
2205mm
2280mm
2355mm
2430mm
2505mm
2580mm
2655mm
2730mm
2805mm
2880mm
2955mm
30301nm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

跡
跡
跡
跡
跡
跡
隊
跡
跡
跡
跡
跡
鉢
嚇

上

上

上

上

上

上

以

以

以

以

以

以

以 上

面材 中通 り長手方 向長 さ

縦糸盤ぎ張りの上側面材 700mm 以上 780mm 以下

780mm 以上  930mm 以下

930mm 以上 1080mm以 下

1080mm以上 1210mm以 下

4本 または 5本

5本 または 6本

6本 または 7本

7本 または 8本

縦継ぎ張りの下側面材 1820mm 11本 または 12本

1枚張りの面材 2050mm
2130mm
2280mm
2430■114

2580mm
2730mm
2880mm

以上

以上

以上

以上

以上

以上

2130mm
2280mm
2430mm
2580mm
2730mm
2880mm
3030mm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

または

または

または

または

または

または

14本

15本

16本

17本

18本

19本

20本また
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(4)その他の施五仕様

入隅部では、受材を鉄丸くぎN90(ЛSA5508:2(X19)を用いてくぎ相互の間隔を200mm以下で柱

に留め付ける。なお、受材と軸組材 9鹿期,1胴bなSと の隙間は各受材の上下合計で3-以 下とす

る。

(5)施工図

施工図を図 4～図81式 、

月町彰侭-7/11
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横架材

土 台

ボ ー

×

ボー ド用原紙張

×

鉄丸くぎNZ50

【A部詳細図】

×

― ド

【B部詳細図】

― ド用原紙張

め っ くぎ

めつき鉄丸 くぎ

め つ くぎ  召

つき鉄丸 くぎNZ50

【施工園】

×

めっき鉄丸くぎNZ50

【C部詳細図】

ゴ

土 台
05× 上

【下地組図】

【鉛直断面園】

図 4施 帥 図 :縦継ぎ張りの場合  ●法単位 :IIIIn)

×

― ド用原

横架材

月同つな

間柱
×

柱

×

※基礎 評価対象外

×

い
出

― ド
ス

め つ くぎ

上
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め っ くぎ

枝架材

め っ

【A部詳細】

【B部辞細】

【C部辞細】

【D部詳細】
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くぎNZ50

くぎ

【E部 】

【面材の納まり】

横架材

― ド用原紙張
せつこう板

IF部 】

め っ

軽量両面ボー ド

― ド用

めっき

×
【B部】

【C部 】

【D都】

5

横架材

胴つなぎ
×

い
劇

5

ス

め っ

鞠 ― ド

【E部】
【F部詳細】

図5施靱 :縦継ぎ張りの場合 付法単位 :コanl

【A部】

ぎ
×

霞

く

/
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横架材

土台

― ド用原紙張
せっこ

― ド

×

【A部詳細図】

― ド

5

B部詳細図】【

|

|

5

め っ

め っ くぎ

め つ

めっき鉄丸く

【施工図】

つき鉄丸くぎNZ50

【C部詳細図】

ゴ

土 台
05×

【下地組図】

【鉛直断面図】

図6 施工詳細図 :1枚張りの場合  (寸法単位 :・xlln)

横架材

継手間
×

柱

柱

下 ×

※基礎 評価対象外
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横架材

― ド

【A部】

【B部】

め っ くぎ

×

鉄九くぎ

柱

横架材

卜
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Ｗ
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日

ｌＩ
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旧
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１１
ｈ

Ｈ
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「

＝

Ｈ

山

Ｈ

＝

峙
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ｔ‐ ‐

碑

Ｈ

Ｈ

醜
¨

ガ ス

卜

ヽ
憚

― ド用原紙張

め っ くぎ

【A部詳細】

【B部詳細】

め っ くぎ

問柱

― ド

×

鞠

【C部詳細】

申

【D部詳細】

― ド用原紙張

め っ くぎ

両 ボ ー 用原紙張

め っ

【C部 】

【面材の納まり】

図7施靱 :1枚張りの場合  ∩法靴 :ェl!lm)

めっき

【D部 】

― ド用

く

5

材
× ×

×

(例 )勝ち側

図8施靱 :州酪  R鵬靴 :―l

苺
潤
ば

見付け
45を決

(例 )負け側
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